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 要  旨 
近年、無線通信はCDMA(Code Division Multiple Access)やOFDM(Orthogonal 
Frequency Division Mult plexing) のような広帯域信号を用いて高速化してき
た。一方で電力増幅器は、高効率、低歪みが要求されてきた。本研究では広帯域
な信号が増幅器に入力された場合の歪みを解析しその周波数分布を考慮して、歪
み改善した。2波入力において5次ボルテラ級数展開を用いて非対称IMD3(3rd 
order Intermodulation Distortion)発生メカニズムを解析し、差周波数だけでな
く２倍の差周波数成分が非対称差に影響をもつと解明した。さらに、入力波数を
増やした場合であるマルチトーンの歪み解析を周波数領域における矩形関数を用
いて行った。解析結果より、歪み成分はDC付近から差周波数まで広く分布してお
り、DC付近が大きい値であると分かった。DC付近までショートするLC直列共振器
を総ユニット数48のInGaP/GaAs HBT増幅器（中心周波数1.95GHz、付加電力効率
50.9％、コレクタ効率65%、飽和出力32.3dBm）に付加してIMD3の非対称性を出力
電力13dBmから25.5dBmにおいて10.5dBから1.8dBへ改善した。またIMD3自身を同出
力電力範囲で平均4.14dB改善した。マルチトーンの実験には、OFDM（中心周波数
1.95GHz、10波）とW-CDMA信号（中心周波数1.95GHz、DPCCH1+DPDCH1）を用いた。
どちらも、帯域は4MHzとなっている。この信号を増幅器に入力した場合に、出力
で生じる隣接チャンネル漏洩電力(Adjacent Channel L akage Power Ratio)の非
対称性もOFDMにおいては、出力電力2dBmから18dBmにおいて1.53dBから1.06dBへ、
W-CDMAにおいては、出力電力10dBmから28dBmにおいて12.61dBから3.02dBへと低減
させることができた。また、同出力範囲ではACLR自身を平均5.3dB改善できること
が実験的に示された。 
 
